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　この度、６月 16 日の第２回理事会において、身延町社会福祉協

議会の会長に選任されました深沢でございます。就任に際しまし

ては、その職責の重大さを痛感しており、身の引き締まる思いで

あります。

　身延町の福祉の現状と社協で行っている事業の現状を分析し、

課題を明らかにし、一つひとつ解決していくことで、更なる福祉

の向上を図っていきます。そして、町民の皆様から多くの意見を

求め、常に必要とされる社協を目指し、管理体制の強化、法令の

の遵守に社協役職員一同、日々努めてまいります。

　皆様方のご理解とご協力、そしてご支援を切にお願い申し上げ

まして、就任の挨拶とさせていただきます。

　身延町社会福祉協議会

「みのぶ社協だより」は皆様の共同募金の一部で発行しています。

会長　深沢　道康
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役員改選により、次の方々が選任されました。（敬称略）

会長就任挨拶
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　本町の人口は年々減少しており、歯止めが
利かない状況が続いています。また、少子高
齢化も全国よりも数歩先を行っているところ
です。そのため、在宅ひとり暮らしの高齢者
世帯や高齢夫婦だけの世帯が増えており、地
域における見守りや支え合い、助け合いがよ
り大切な時代となってきています。
　これら現状を踏まえ、令和 5 年度におい
ても地域が抱える課題を地域で解決する共助

社会をつくるために、「日常の暮らしの中で
人と人とが支え合い助け合う関係づくり」と
「地域の課題は地域で解決できる仕組みづく
り」を進めてまいります。
　また、住みなれた自宅や地域の中で生活で
きるよう、社協が運営する介護保険事業や障
害福祉事業、受託している諸事業の適切な事
業運営に努め、利用者本位で信頼される質の
高い福祉サービスを提供してまいります。

令和５年度 身延町社会福祉協議会
基本方針（要約）

その他の収入，297,424

経常経費寄附金収入，
2,147,379 

受取利息配当金収入，
3,318

事業収入，
195,600 

貸付事業収入，
48,000

受託金収入，
45,295,309 

経常経費
補助金収入，
27,316,179 

会費収入，
3,950,400

障がい福祉サービス等
事業収入，
2,846,790 

介護保険収入，
46,662,578 
介護保険収入，
46,662,578 

共同募金
配分金事業，
4,025,270 

障がい福祉
サービス等事業，
3,484,868

県受託事業，
2,550,592

福祉金庫貸付事業，
300,000

法人運営事業，
31,775,956 

町委託・補助事業，
42,599,344

介護保険事業，
50,690,720

（単位：円）

（単位：円）

共同募金
配分金事業，
4,590,000  

県受託事業，
2,567,000

福祉金庫貸付事業，
301,000 

法人運営事業，
38,953,000 

町委託・補助事業，
47,990,000

介護保険事業，
30,735,000

令和4年度
決　算

収入合計
128,762,977円

支出合計
135,426,750円

その他の収入，1,000   

経常経費寄附金収入，
1,000,000 

受取利息配当金収入，
2,000 

前年度末繰越金，
8,731,000  

事業収入，
128,000 

貸付事業収入，
300,000 

受託金収入，
49,748,000 

経常経費
補助金収入，
36,405,000

会費収入，
4,060,000 

障がい福祉サービス等
事業収入，
2,427,000 

介護保険収入，
27,721,000 
介護保険収入，
27,721,000 

令和5年度
予　算

収入合計
130,523,000 円

支出合計
130,523,000円
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障がい福祉
サービス等事業，
5,387,000

事業推進体制及び
経営基盤の強化
事

　住民のニーズに対応できる
よう、事務局体制の充実強化
を図るために、役職員による
研修会や他団体の研修会に参
加します。
　また、事業及び経費の見直
し、財源の確保等により、経
営基盤の強化に努めます。

広聴広報活動の
充実・啓発活動の推進
広

　「社協だより」「ボランティ
ア情報誌（おてんでぇ身延）」
などにより地域福祉情報の提
供に努めます。
　さらに、ホームページ等を
活用し、広く情報を発信しま
す。
身延町社会福祉協議会HP
http://www.minobushakyo.jp/

ボランティア活動の推進と
社会参加の促進

ボ

　地域での活動の場づくりを
進め、ボランティア登録制度
を充実させ、町内におけるボ
ランティア活動が活発になる
よう、組織の強化を図ります。
　災害ボランティアセンター
については、
設置運営訓練
を開催し、住
民の意識高揚
を図ります。

権利擁護事業及び
援護事業の充実
権 相談事業の充実相

　専門的見地による相談事業
の環境を充実し、「弁護士に
よる無料法律相談」を年12回
（月１回）開催します。

共同募金事業の推進共
　共同募金に対する理解を深
めながら募金活動に努めると
ともに、配分金は地域福祉の
推進に有効かつ適正に活用し
ていきます。

町受託事業の充実町
　利用者や家族等の声に耳を
傾け、より充実した事業が実
施できるように努めます。ま
た、事業の目的が達成されて
いるかを検証し、継続的に業
務改善に取り組みます。
・地域支え合い事業
・生きがい活動支援通所事業
・配食サービス事業
・ホームヘルプサービス事業
・養育支援訪問事業　　ほか

在宅福祉・介護保険
事業の推進

在

　町の包括支援センターと連
携し、安定したサービスの提
供に努めます。
　また、介護保険事業の効率
化と経営改善に取り組みます。

地域福祉事業の推進地
　地域福祉事業の推進のた
め、団体や小中学校への講師
派遣や金銭助成、小地域福祉
活動への助成金交付を行いま
す。
　また、さまざまな団体と連
携して、地域福祉の課題を解
決してい
くための
事業を推
進します。

　認知症高齢者や知的・精神
障がい者の方々が自立した日
常生活を安心して送れるよう
日常生活自立支援事業により
援助します。
　また、生活困窮世帯の自立
支援を目的に県社協と連携し
て、各種貸
付制度の充
実に努めま
す。

令和５年度事業計画（抜粋）
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身延町社会福祉協議会　主催　グラウンド・ゴルフ大会
　７月 21 日にグラウンド・ゴルフ大会を開
催いたしました。町内各地区から総勢 65 名
が参加し、競い合い、笑い合い、地区を越え
ての交流を行うことができました。
　１位から３位は、以下のとおりです。

　１位：望月　明夫
　２位：藤嶋太海人
　３位：土橋　三雄　（敬称略）

事務局・ボランティアセンター・身延生きがい広場・
居宅介護支援事業所・訪問介護事業所 
　身延町波木井272－1（身延福祉センター内）
　☎0556-62-3773
中富デイサービス（※2023.4.1～休止中）
　身延町切石117－1（中富すこやかセンター内)
下部生きがい広場
　身延町常葉1093（下部保健福祉センター内）
　☎0556-20-3023

【お問い合わせ先】 【お問い合わせ先】 町民の皆様からの
ご意見をお待ちしています。
町民の皆様からの
ご意見をお待ちしています。

身延町　地域支え合い協議会　活動報告
　５月 29 日の第２層支え合い協議会にて、
『下部地区では、地域の交流のための拠点を
作りたい』という意見が出ていました。その
後、７月２日に協議会の構成員も関わりなが
ら、地域交流拠点「みんなの広場」が開設さ
れました。
　みんなの広場は、地元有志によって運営さ
れており、運営側も無理なく、楽しみながら
活動することを目標とし、地域住民や観光客
等、利用者を限定せず、誰でも休憩所として
利用することができます。
　社協では、生活支援コーディネーターが、
このような地域活動をサポートし、推進して
いきます。

※生活支援コーディネーターとは ...
　高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進し
ていくことを目的とし、地域において、生活支援お
よび介護予防サービスの提供体制の構築に向けた
コーディネート機能を果たす人

　『地域支え合い協議会』は、
地域住民等が連携して高齢
者等の日常生活を支援する
ための仕組み（体制づくり）
を創ることを目的としてい
ます。

「みんなの広場」に集まる地域住民と観光客

　身延町社会福祉協議会では、事業の質の
向上のため、町民の皆様のご意見をお寄せ
ください。
　中富すこやかセンター入口に「ご意見箱」
が設置してあるほか、ホームページからも
お問い合わせいただくことができます。

⇒「身延町社会福祉協議会」で検索してください！⇒「身延町社会福祉協議会」で検索してください！
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